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　ア　現状のまま利用できる場合
	建物
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	年　月　日
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 　　府県　　郡　　村　字
	財産の名称
	

	評価額
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	基準貸付、借
受料の算定


備考　1　評価財産が建物であるときは、数量欄には延べ面積を記入する。
　　　2　復成価格は、当該評価財産と同等のものをその所在地において新築した場合の財産評価価格とする。なお、必要な場合は、復成価格の計算書を添付する。
　　　3　経過年数の計算あつては、1年未満の期間は切り捨てる。
　　　4　経年残率は、別に定めるところによる。
　　　5　破損残率(1－破損率)は、使用、保守又は修繕の状況その他の理由により通常の経過年数による評価が著しく不適当であると認められる場合に考慮する割合とする。番地

　　　6　利用価値による修正率は、当該財産が一般的に有する利用価値に基づいて考慮する割合とする。
　　　7　不用の文字は消すこと。


　イ　取りこわし徹去する場合
	建物
工作物
	評価調書
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備考　アの備考に準じて作成する。番地

